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研究の概要 

水素熱処理炉での熱処理では、炉内の水素雰囲気化や水素燃焼に伴う水蒸気発生が推測される。水素雰囲気化

は金属の水素脆化を引き起こす可能性があり、金属熱処理への影響が懸念される。また、水蒸気の発生はその

活用法への関心が高い。本研究では、水素熱処理炉で鋼材の熱処理やアルミニウム材の表面処理を行い、それ

らの物性評価等から、水素雰囲気や水蒸気の発生といった水素熱処理炉の基本特性を明らかにする。 
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研究の内容 

脱炭素社会実現に向けて、多量に二酸化炭素を発生する陶磁器の焼成工程に着目し、燃焼時に二酸化炭素が

発生しない水素ガスを燃料に用いた工業炉での焼成試験を行い、従来技術による焼成品と比較する。常滑、

三河、瀬戸地域での特色のある陶磁器製品に相当する成形試験体を用いて、燃料に水素ガスを使用して焼成

した場合とブタン/プロパン混合ガスを使用した場合の焼成試験体の表面色の差異を評価する。 

研究の目標 

最高焼成温度は1100～1150℃を目安とする。水素ガス燃焼時はブタン/プロパンガス燃焼時に比べて、窯内

に高温水蒸気が多量に生成するなどの特徴があることから、表面色に及ぼす影響を定量・定性的に把握する

ことを目標とする。また、収縮率や機械的強度についても従来品と比較・検討する。 
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